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論 文 内 容 の 要 旨 
抑制を介したアポトーシス細胞死を誘導することを示した。PDK1 は Akt を活性化させると言われている
がレスベラトロール刺激で PDK1 自体の活性化に影響は無かったことから、別の Akt 活性化経路にレ
スベラトロールが関与すると思われる。 
PTEN は PI3K-Akt 系の機能を抑制する役割を持ち、多くの悪性腫瘍などでは PTEN が不活化される事
からがん抑制遺伝子とも言われている。mTORC2 は Akt を活性化させるが PDK1 とは別のリン酸化部









































































 究は， レスベラトロールの標的分子が Aktの上流に存在することを示したものであり，Akt上
流分子を標的としたレスベラトロール誘導体の開発に道を拓くものと思われる．検討を今後に
残すが、本研究成果は腸管から高い割合で吸収される一方でそのほとんどはすぐ代謝さ
れてしまうレスベラトロールの欠点を補強して，白血病発症予防やヒト白血病に対して
従来の化学療法と併用出来る補助剤を創出できる可能性を示し，将来の創薬に大いに貢
献する知見を有することから，その内容は高く評価できる．よって本審査会は，審査の
結果より本論文が博士（医学）の学位に十分値すると判定した． 
